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正 大正 6 1917
◆金本位制度から管理通貨制度へ◆
●金輸出禁止（事実上兌換停止）













1927 金融恐慌 1931 満州事変
1937 日華事変 1941 太平洋戦争





































































洋銀を一分銀と交換 ⇒ 交換した一分銀を更に小判へ交換して海外へ持出し ⇒
































































































































































































































































































































































































（注）現在の出資総額は約 2,200 億 SDR。2010 年 12 月の総務会決議発効後は、約 4,800










年 対外短期債務（百万ドル） 金準備（百万ドル） カバー率
1950 7,117 22,820 320.6
1955 11,719 21,753 185.6
1960 17,366 17,804 102.5
1965 24,072 13,806 57.4


































































































































































































































































                ⇓ 
清算同盟は国際収支赤字国にバンコール預金を設定するかたちで貸出
                ⇓ 
その預金が債権国の預金勘定へ振り替わることにより国際収支清算











































































国名 総額(億ドル) クォータ比(%) 理事会承認日
ハンガリー 155 1,015 2008 年 11 月 6 日
アイスランド 20 1,190 11 月 19 日
パキスタン 115 700 11 月 24 日
ラトビア 25 1,200 12 月 23 日
ベラルーシ 35 587 2009 年 1 月 12 日
セルビア 40 560 1 月 16 日
エルサルバドル 10 300 1 月 16 日
アルメニア 2 145 3 月 6 日
モンゴル 2 300 4 月 1 日
コスタリカ 7 300 4月 10日
グアテマラ 10 300 4月 22日
ルーマニア 10 1,111 5 月 4 日
ボスニア 15 600 7 月 8 日
スリランカ 25 400 7月 24日
ドミニカ共和国 15 500 11 月 9 日
アンゴラ 15 300 11月 23日
ジャマイカ 15 300 2010年 2月 4日
イラク 35 2月 24日
45
コロンビア 35 300 5 月 7 日
ギリシャ 400 3,212 5月 9日
アンティグア 1 600 6月 7日
コソボ 2 157 7 月 21 日
ウクライナ 150 728.9 7月 28日
ホンジュラス 1 50 10月 1日
アイルランド 300 2,322 12月 16日
メキシコ 725 1,500 2011 年 1月 10日
マケドニア 5 600 1月 19日
ポーランド 300 1,400 1月 21日





















































































出所：（財）国際通貨研究所経済調査部 経済調査部長 福永 一樹・経済調査部 上席研究員 松井 謙 一郎 「最
近の SDR の活用を巡る議論に係る考察」～公的・民間部門での活用の可能性の観点から～International
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